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論 文 内 ､容 の 要 旨

ミャンマー中央部に分布する始新枕ボンダウン層の陸生化石噂乳類相の解析をおこない,その古環境の推定と,東アジア

における始新世後半の晴乳類相の進化に関する考察をおこなった｡また,同層のフィッショントラック年代を測定し,37.2

士1.3Ma(中期始新世末期)という値を得た｡中期始新世末期に相当するこの年代は,これまで晴乳類化石や有孔虫化石の

解析から中期～後期始新世と推測していた説を支持する｡

ボンダウン化石晴乳類相 (ボンダウン相)には6日16科21属 (霊長目4属,肉歯日2属,寄歯目1属,偶蹄目4属,奇蹄

目9属,目未定 (有蹄上目)1属)の晴乳類がふくまれる｡ 霊長類はすべてきわめて原始的な初期真猿類と思われる｡ 肉食

性晴乳類では2種の肉菌類が発見されているのみである｡小型の噛乳類は,小型霊長類一種と智歯類一種が見つかっている

だけで,標本数も少ない｡圧倒的に種類 ･標本数が多く,繁栄していたと思われるのは奇蹄類と偶蹄類である｡ その比率は

標本数は偶蹄類の方が多いが,科 ･属の数は奇蹄類の方が多い｡

特に,アントラコテリウム科 (偶蹄目)はもっとも数多く産出し,かなり繁栄していたらしい｡また,ボンダウン相から

産出するアントラコテリウム科の分類は混乱しており,最大3属12種に分類されていたが,これらを1属 (アントラコテリ

ウム属)4種にまとめた｡アジアやヨーロッパから産出するこの属の他の樫と比べると,ボンダウン相のアン/トラコテリウ

ム属は形態的に原始的で,時代的にもっとも古く,また幅広い形態学的な変異性が認められることから,この属の起源が中

期始新世の東南アジア地域であった可能性が示唆される｡

ボンダウン相の古環境は,海岸からあまり遠く離れていない亜熱帯～熱帯湿潤性の森林部で,大きな河川の近くであった

と思われる｡ その根拠は以下の通りである｡ 1)植物食性晴乳類では,若葉や果実など柔らかい植物を好んで採食する低冠

歯型動物 (ブロントテリウム類など)が圧倒的に多く,硬い草などを食べる完全な高冠歯型晴乳類は発見されていない｡

2)樹上性と思われる複数の霊長類が存在する｡ 3)水辺を好むアントラコテリウム科などが種類も標本数も多く存在する0

4)ボンダウン層の下部は海成層が卓越しており,上位 ･下位の地層は完全な海成層である｡5)ボンダウン相のセ′ノグラ

ムは現生の亜熱帯-熱帯湿潤性森林の動物相の′ものに類似する｡

東アジアの古第三紀の陸生噴乳類生層序を,IAEO法 (各々 の動物相に含まれる属種の出魂 ･消滅のシークエンスを決め,

それによ′つて各相を基本的に時蘭軸に沿って並べる方法)を用いて,定量的に再考察した｡これまでポ.ンダウン相は,そこ

に含まれる幡乳類の進化段階などから東アジアの陸生晴乳類生層序のシャラムルニア ン期に対比されてきたが,AEO解析

の結果,このことが再確認芋れた｡

ボンダウン粕はやや固有性が高いが,同時代の東南アジア各地の晴乳類相とめ類 似 性 や 示 す ｡ 特 に 中 国南部の如意細とは

5属及び4種が共通しており,同相の年代的 ･動物地理学的近縁性を示七ている｡ 束 ア ジ ア の 申 ･北 部 の 同 時代の晴乳類粕

(シャラムルン相など)とはデペレテラ属などが共通するが,これらは始新世後 半 の 末 ア ジ ア に 普 遍 的 に存 在 す るので,ポ

- 346-



ンダウン相との特別な類似性を示しているとは考えられない｡また,始新世後半から漸新世の東アジアの晴乳類相は時代と

ともに奇蹄類が衰退し,それに対七て寄歯類や偶蹄類が繁栄してくるという一般的傾向がある｡ しかし,束アジア南部では,

始新世後半に,偶蹄類の繁栄と奇蹄類の衰退が顕藩にみられるが,末アジア北部では奇蹄類が繁栄したままである｡ これは,

始新世後半から漸新世にかけての東アジアの動物相の変遷が南部から生じた可能性を示唆するものと受けとめられる｡

二万,この頃のアジアはベーリング地峡を通じて北米と動物の交流があった卑官,同時代の北米の各地の晴乳類相とボンダ

ウン相との間で基本的に共通の属はいない｡､ヨーロッパの後期始新世の晴乳類相とは,アントラコテリウム属が共通してい

る｡また;エジプトのフアユム相 (後期始新世-前期漸新世)と埠フイオミス科寄菌類や原始的真猿類が共通しており注目

される｡ 特に,これまで西方 (白一口ツパ,アフリカ,西アジア)の動物相からしか見?かって噂 かったフイオミス科寄

菌類の発見は,この時期,東南アジアと西方との間や,浅海化して里美 トウルガイ蘭峡 ･テチス海をわたって動物が移動し

てい/たことをより確実にした｡

論 文 審 査､の 結 果Lの 要 旨

ウ㌣層からゐ化石噂乳類相の解析を行ったものやある｡すでに記載されている標本と,新たに発掘した数多くの化石を可能

な限りすべて詳細に観察し,研究が遂行されている｡

本研究の背景には,始新世一漸新世の世界的な生物相の変遷 (Eocencel01igocenetrahsition)がアジア地域でどのよう

に記録されているか,という古生物学的な興味が存在する｡東アジアの始新世から漸新世の晴乳類の進化は,主にモンゴル

と北中国の内モンゴル,すなわち,束アジア北部の晴乳類相をもとに研究されていた｡本研究においては,東アジア南部に

あるボンダウン晴qd,L類相を詳しく検討し,さらに,それを同時隼の晴乳類相と比較検討して,始新世後半の東アジア全体の

晴乳類相の進化を考察することが主たる目的である｡

著者は･ボンダウン化石晴乳類相に6日16科21属28種の晴乳類の存在を認めている0 号の特徴は原始的な初期真猿類が複

数いもこと,分類群の数 (科 ･属の数)でげ奇蹄類が多いが,標本の数では偶蹄類が多いことである｡ 特に,これまでボン

ダウン相に最大で3属12種に分類されていた,偶蹄目アントラコテリウム類の分類を再検討し,1属4種にまとめている｡

ポ㌢ダウン相の古環境に関しては,ふくまれている動物の種類や,層序,地理的位置,セノグラムの解析から,海岸地域の,

熱帯-亜熱帯性の森林部を貫流する河川の近傍の生息域であったと推定してし.､るO

また,はじめてボンダウン層から凝灰岩を発見し,そこに含まれるジルコンのフィッション･トラック年代を測定したO

これにより,ボンダウン晴乳類相の放射年代を約37.2Maと示した｡この年代値は中期始新世の末期にあたる｡

次に,ボンダウン晴乳類相と他の同時代の晴乳類相とを比較し,以下のような結論を得ているO,

(1庵量申な (AEO法による)東アジアの古第三紀の晴乳相の解析から,ボンダウン晴乳類相は東ナジアの陸生晴乳類生

層序のシャラムルン期にあたることが再確認できたO.

(2)東アジアの中では,ボンダウン晴乳類相は固有性が高いが,東アジア南部の同時代の晴乳類相とは比較的共通する属が

多い｡しかし,東アジアの中･北部の同時代の晴乳類相とは共通する属は少ない｡

(3)始新世後半において,東アジア南部と北部では晴乳類相の進化に違いがみられる｡ 南部では,時代とともに奇蹄類が衰

退し,偶蹄類が繁栄してくるのが顕著にみられる､が,北部では,始新世末まで奇蹄類が繁栄したままである｡

(4)ボンダウン晴乳類相は,同時代の北米の晴乳類相との共通性はあまりないが,′ヨ｢ロツパ ･アフリカの同時代の晴乳類

相とは共通性がある｡ このことは,遅くとも中斯殖新世末期一に,おそらく浅海化していたトウルガイ海峡およびテチス海を

渡云ての晴乳類の移動が活発化していたことを示唆する｡

上記の結果は,1938年以来の,ボンダウン晴乳類相のまとめ辛いうだけでなvlo放射年代億が入ったこと､により,始新政

の東アジアの晴乳類相の研究には,ボンダウン噂乳類相が中心的役割を担うことを示してレ沌 占同時代の束アジアの晴乳類

相で年代億がわかっているところは,非常に少なく,このボンダウン構乳類相の年代値は,他の同時代の東アジアの噂乳類

相の地質時代を推定するのに非常に役立つ｡

また,これまで,始新世の東アジアの噂乳類の研究は,主に北部の晴乳類相をもとになされてきた｡本研究のように,東
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アジアの南部を中心として始新世後半の噂乳類相を広く比較し,この時代の東アジアの晴乳類相の進化をまとめたものはこ

れまでなかった｡

以上のようにこの研究は,ひとつの動物相を詳細に記録 ･解析し,さらに,世界的規模の始新世一漸新世の生物相の変遷

のなかでの東アジアにおける晴乳類相の変遷というひとつの新しいデータと知見をもたらした革のであり;-高く評価できる｡

よって申請者の研究は,理学博士の学位取得に十分値する｡そして,平成13年1月17日に論文内容とそれに関連した口頭試

問を行った結果,合格と認めた｡
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